















　本稿は、自己決定理論（Self-Determination Theory; 以下では SDT とす































（Ryan & Deci, 2000）。
　内発的動機づけと外発的動機づけの重要な違いは、外発的動機づけ
が短期的な結果を生み出すのに対して、内発的動機づけは持続可能で、



















































































（Barfield, A., Ashwell, T., Carroll, M., Collins, K., Cowie, N., Critchley, 
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